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Abstract
This study focuses on the Korean immigrant community in Thailand before 1930. When 
the economic and political crisis in waded Korea in the early 1900s, many Koreans 
emigrated abroad and formed community in the settlement. Relative studies shed light on 
three key features which are, the Korean community was formed at similar times around 
the world, a large number of Korean migrants emigrated to escape from the domestic 
crises, and they migrated for the independence movement. A large body of literature 
reviews review that a number of Koreans were invoned in the independence activities 
overseas after 1910. They raised funds for the independence movement by selling Korean 
ginseng from all over the world. To the best of my knowledge, only few pieces of research 
have focused on Korean independent activities in Southeast Asia, especially Thailand 
where geographically and economically significant in Southeast Asia. Furthermore, 
according to the previous research, it could be indicated that the first generation of 
Koreans in Thailand started with Lee Kyung-son in 1931. While data after 1931 was well 
documented, data between 1900-30 is insufficient. Korean community which settled in 
Thailand before 1931, however, laid the foundation for the development of the Korean 
community after the 1930s. To gain greater insights into the history of the Korean 
community in Thailand, the information should be established. This led to the research 
question of this study that “Who migrated to Thailand from Korea before the 1930s?”. The 
initial finding is that Korean migrant communities in Thailand before 1945 show similar 
characteristics with overseas Korean in its counterpart, not only Lee’s community.
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実際、1912年 5月 28日に旅券を下付され、新嘉坡と暹羅に渡った「金應浩」は 1919年 9月 25
日、独立運動に参加し「大韓独立万歳」を提唱したことで刑事裁判を受けた（8）。また、1917年 3
月 9日に在香港領事館から旅券を下付され、行商を目的として印度支那、暹羅などに渡った「金






金之？ 白仲瑞 郭基鴻 金成九 金應浩 朴東根 張？？ 趙？？ 李允根
李寳益 金？燁 金教元 高曻泰 張？⿜ 張翊薫 金仁俊 李如柱 李圭廷
金？成 崔仁哲 呉成殷 尹致靖 尹昌曻 金奎善 金弘翊 李世春 朴風漢
趙？允 趙東允 高就崙 趙夂国 許得員 李東ᭁ 趙志煥 趙廷瑞 鄭承道
李承烈 趙天浩 崔俊善 嚴德淳 金敬濬 張享達 金永吉 趙観国 趙思極
朴龍九 金造源 安宅永 張信福 張承俊 文德昌 張承斗 文瞳一 盧陽勳
洪道範 尹恭益 金潤化 趙致鼎 金學海 李敬在 李容淳 梁成浩 白學渕
李德基 白義正 崔承崙 韓景雲 朴學質 朴昌秀 金鳳鳴 金賓國 白永王
白乗憲 金義煥 玉観彬 魯晶張 高河龍 崔基元 洪鍾植 張德奎 金斗煥
李運奎 黄奉浩 田成文 崔得明 李成穆 張奉萬 張明國 白千錬 金福心
白時永 朴雲瑞 李炳道 趙流鼎 白龍河 金基晥 宋志資 崔真瑞 張俊明
申京潢 蛋利権 金致九 崔禀善 金利鉉 趙東獏 崔龍大 白南河 桂鳳運












































はなくなり、代わりに 1912年に 5人だった売薬商が、1913年には 13人、1914年には 14人に増


























「日本人㧊  ⋮⯒  ⽊ἶ、『公㧊  張某㧎Ṗ、李某㧎Ṗ୛』䞮ἶ  ⶑ₆⪲  ⌊Ṗ  對
答䞮₆⯒、『㞚┞┺。⋮⓪  鄭某㧊┺。』䞮┞、⡦  ⶑ₆⯒『⁎⩂Ⳋ  李・張ὒ  ㍲⪲  面
識㧊  㧞⓪Ṗ ?』⌊  Ⱖ䞮₆⯒、『㞚┞┺。今始初聞㧊┺。』䞮┞、『⁎⩂Ⳋ  公㧊  到着䞲  
⛺㠦  日本領事館㠦  㢪┺⓪  ⽊ἶ⯒  䞮㡖⓪Ṗ ?』⌊  對答㧊、『䞮㰖  㞠㞮┺。』䞮┞  ⁎  
日本人㧊  䢖㡆䧞  言事Ṗ  ⿞㏦䞮Ⳇ  Ⱎ䂮  䧦㺛䞮⓪  䌲☚⪲  Ⱖ䞮₆⯒、『⌊  㡺⓮  ₊ 䧞  
⹪㊲  㧒㧊  㧞㠊㍲  ṯ㧊  Ṗ㰖  ⴑ䞮┞、來日  午前㠦⓪  㢪┺⓪  報告⯒  領事館㠦  
䞮⧒。㰖㼊䞮Ⳋ  㧻㹾  處分㧊  㧞㦚  ộ㧊┺。』䞮ἶ  Ἵ  ⹪㊲  Ỏ㦢㦒⪲  ⋮Ṗ⓪◆、Ⱎ䂮  
罪人㦮  ⛺⯒  㴩⓪  態度㧊┺。⋮⓪  ⹪⪲  㧊⩆  雰圍氣⯒  ⻭㠊⋮ἶ㧦  Ἵ  船窓㦒⪲  Ṗ㍲  
㕇Ṗ䙂⯊⪲  Ṗ⓪  ⺆⯒  㞢㞚⽊┞  ⳾⩞  ⟶⋮⓪  ⺆Ṗ  㧞┺  䞮⸖⪲  Ἵ  ☢㞚㢖㍲  行裝㦚  



























「李杰㦮  書信㦚  ⹱㦒┞  暹羅國  ㍲㤎  ⹿䆫㠦㍲  ⿖䂲  書信㧊┺。⁎  内容㧊、⌊Ṗ  暹
羅國  ㍲㤎㦚  ⟶⋲  ⛺㠦  日本領事館㠦㍲  ⋮⯒  㺔┺Ṗ  㺔㰖  ⴑ䞮┞、⁎✺㦖  ⋮㢖  
㌗㫛䞮▮  華友㢖  國民日報社㠦  㦮㕂㦚  ⚦ἶ  暹羅政府㠦  ᾦ㎃䞮㡂  暹羅警官㦚  
╖☯䞮ἶ  華友私宅㦚  㑮㌟䞮ἶ、國民日報社㠦  ⳝ  㹾⪖  䧦ⶎ䞮㡂  䞲➢  ㏢⧖㦚  䞒㤶┺  






































「㧒⹮㩗㦒⪲  ⁒╖  㧊䤚  䟊㣎  ṗ㰖㠦㍲  䢲☯䞲  䞲ῃ㧎✺㦖  ╖ṲṖ‘㧎㌒㧻㑮’Ṗ  
㞚┦₢  ㌳ṗ♲┺ .  …㧊ộ㦒⪲  ⹎⭚⽊㞚  㧎㌒㌗㧎✺㦖  ☯⋾㞚  ṗ㰖㠦㍲☚  䢲☯䟞㦚  





















当時の記録の中には「…°Å®o´µ·Áµ®¨¸´nª¦³Á«Áoµ»¤´Åªo ´o®¤´¸ Ã¥´Åo¸ n´®ª´Å ÈÅ®o»¤´Åªo¸ n´®ª´´o 















































































3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ〔軍最高司令部 3.7/18　韓国及び台湾軍〕』（タイ国立公文書館 1945、
図 3　在タイ韓国人独立運動家「金鐵拳」の名刺
（注） 本図はタイ国立公文書館（National Archives of Thailand）の規則上、コピー及び写真撮影
ができないため、原本をそのまま写し書きしたものである。
（出所） タイ国立公文書館「­¼­» 3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ」p.140
30
p.242）には、捕虜収容所に集まった韓国人の中で、軍人が 129人、公務員（文官）が 790人、

































































































このことを裏付けるタイ側の記録もある。タイ国立公文書館にある『. ­¼­» 3.7/4 Á¨¥«¹Áµ®¨¸Â¨³Åo®ª´
〔軍最高司令部 3.7/18　韓国及び台湾の戦争捕虜〕』の 64ページには、「ÁÈ¸nÁoµÄªnµ µªÁµ®¨¸Â¨³Åo®ª´´o®





















































































































































は、韓国国家記録院の「㨂㣎  䞲㧎㦮  㡃㌂〔在外韓国人の歴史〕」http://theme.archives.go.kr/next/immigration/
viewMain.do （2019年 12月 25日）で確認することができる。
（4） 金仁德（2008）の『1920⎚╖  㧊䤚  㧒⽎・☯⋾㞚㰖㡃  ⹒㫇㤊☯〔1920年代以降日本・東南アジア地域の民
族運動〕』の 211－220ページから参考。











（9） 韓国国家記録院の独立運動関連判決文の中にある1922年 12月 27日の判決文。判決文は「http://theme.
archives.go.kr/next/indy/viewIndyDetail.do?archiveId=0001352048&evntId=0034971192&evntdowngbn=Y&in
dpnId=0000003619&actionType=det&flag=1&search_region=」で確認可能（最終閲覧日：2019年 12月19日）。
（10） 1945年 9月 16日に書かれた、タイ国立公文書館『. ­¼­» 3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ〔軍最高司令部 3.7/18　
韓国及び台湾軍〕』の 286ページから引用。
（11） 1945年 9月 13日に書かれた、タイ国立公文書館『. ­¼­» 3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ〔軍最高司令部 3.7/18　
韓国及び台湾軍〕』の 291－292ページから引用。
（12） 1945年 9月 28日から 30日にかけて書かれた、タイ国立公文書館『. ­¼­» 3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ〔軍最高
司令部 3.7/18　韓国及び台湾軍〕』の 295ページから引用。
（13） タイから韓国へ送還された人たちの名簿は、タイ国立公文書館『. ­¼­» 3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ〔軍最高司
令部 3.7/18　韓国及び台湾軍〕』194－216ページ及び、 221－224ページから引用した。




（15） タイ国立公文書館『. ­¼­» 3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ〔軍最高司令部 3.7/18　韓国及び台湾軍〕』の 242－245
ページから引用。
36
（16） タイ国立公文書館『. ­¼­» 3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ〔軍最高司令部 3.7/18　韓国及び台湾軍〕』の 106－107
ページから引用。
（17） タイ国立公文書館『. ­¼­» 3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ〔軍最高司令部 3.7/18　韓国及び台湾軍〕』の 262ペー
ジから引用。
（18） タイ国立公文書館『. ­¼­» 3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ〔軍最高司令部 3.7/18　韓国及び台湾軍〕』の 242ペー
ジから引用。
（19） キム　ヨンエ（2008）の「1960～ 70⎚╖  䌲ῃ㌂䣢  ㏣㦮ٻ 䞲ῃ㧎〔1960～ 70年代タイ社会の中の韓国人〕」の
176－178ページから引用。
（20） タイ国立公文書館『. ­¼­» 3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ〔軍最高司令部 3.7/18　韓国及び台湾軍〕』の 244ペー
ジから引用。
（21） 金仁德（2008）の『1920⎚╖  㧊䤚 㧒⽎・☯⋾㞚㰖㡃  ⹒㫇㤊☯〔1920年代以降日本・東南アジア地域の民
族運動〕』の 236－238ページから引用。
（22） タイ国立公文書館『. ­¼­» 3.7/18 ®µ¦Áµ®¨¸Â¨³¢°Ã¤µ〔軍最高司令部 3.7/18　韓国及び台湾軍〕』の 286ペー
ジから引用。
（23） キム　ヨンエ（2008）の「1960～ 70⎚╖  䌲ῃ㌂䣢  ㏣㦮  䞲ῃ㧎〔1960～ 70年代タイ社会の中の韓国人〕」の 
177－178ページから引用。







（3）The United Nations.（2018）“WORLD MIGRATION REPORT 2018.”International Organization for 
Migration, Geneva. https:/ /www.iom.int/sites/default/files/country/docs/china/r5_world_migration_
report_2018_en.pdf（2019年 12月 25日）
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